
「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１６」予選問題の解答・解説

１ 答え ９０４億円

（割合）＝（比べられる量）÷（もとにする量） です。

式の意味をしっかり理解して，場面に応じて自由に式を使いこなせるといいですね。

アメリカ合衆国への輸出額を求める問題です。

割 合 ＝２８．２％。小数で表すと０．２８２

比べられる量＝アメリカ合衆国への輸出額

もとにする量＝３２０７億円） となります。

（もとにする量）×（割合）＝（比べられる量） なので

（輸出総額） ×（割合）＝（アメリカ合衆国への輸出額）となります。

つまり，

３２０７（億円）×０．２８２＝９０４．３７４（億円）

答えは、一の位までの概数で答えるので 答え ９０４億円

２ 答え ８．４％

（比べられる量） ÷（もとにする量）＝（割合） なので

（イラクからの輸入額）÷（輸入総額）＝（割合） となります。

つまり

７６９（億円）÷９１６９（億円）＝０．０８３９・・・

百分率で表すと

０・０８３９×１００＝８．３９（％）

小数第一位の概数は ８．４ 答え ８．４％

３ 答え 中華人民共和国からの輸入額のほうが多い

◎輸出額

まず，輸出額を求めてみます。

（輸出総額）－（中華人民共和国以外への輸出額）＝（中華人民共和国への輸出額）

となるので

３２０７（億円）－（９０４＋４３３＋３３１＋１５７＋８４０）＝５４２（億円）

輸出額は５４２（億円）・・・①

◎輸入額

次に，輸入額を求めてみます。

（輸入総額）×（中華人民共和国からの輸入割合）＝（中華人民共和国からの輸入額）

となります。中華人民共和国からの輸入割合は

（中華人民共和国からの輸入割合）＝１００－（中華人民共和国以外からの輸入割合）

なので

１００－（１９．７＋１２．９＋８．４＋８．１＋４２．６）＝１００－９１．７

＝８．３％

（中華人民共和国からの輸入額）＝９１６９（億円）×０．０８３

＝７６１．０２７（億円）

輸入額は約７６１億円・・・②

①＜②だから 答え 中華人民共和国からの輸入額のほうが多い

６



【別解】

◎輸入額の別解

輸入の円グラフを見ると、中華人民共和国は，イラクとアメリカ合衆国の間にあります。

イラクからの輸入額の割合は ８．４％

アメリカ合衆国からの輸入額の割合は ８．１％

ということは，中華人民共和国の輸入額の割合は

アメリカ合衆国≦中華人民共和国≦イラク と考えられるので，

中華人民共和国の輸入割合は，８．１～８・４％と考えられます。

そこで，中華人民共和国の輸入額の割合を最小値の８．１％として、輸入額の最小値を計算

すると

９１６９×０．０８１≒７４２．６８９（億円）・・・③

これは，①＜③ となるので，中華人民共和国からの輸入額のほうが多い



「算数チャレンジ大会（算チャレ）２０１６」予選問題の解答・解説

１ 答え ４０本

○番目と図形の周りのマッチ棒の数の関係を表にしてみると，

○番目 １ ２ ３ ４ ５

周りのマッチの数 ４ ８ １２ １６ ２０

この表から，規則性を探ってみると

○の数を４倍すると図形の周りのマッチ棒の数になっていることが分かります。

１０番目は，１０×４＝４０ 答え ４０本

【別解】

太線２本を矢印のように移動させると正方形

↑ ← ができる。

よって，○番目の○を４倍すれば図形の周り

のマッチ棒の数になる。

１０×４＝４０ 答え ４０本

２ 答え ３６個

○番目とマッチ棒４本で囲まれた四角形の数の関係を表にしてみると，

○番目 １ ２ ３ ４ ５

四角形の数 １ ３ ６ １０ １５

この表から，またまた，規則性を探ってみると

○番目の四角形の数を求めるには，○番目と○番目の次の数とをかけて２でわると四角形

の数になることが分かります。

式で表すと ○×（○＋１）÷２ になります。

したがって，８番目の四角形の数は，

８×９÷２＝３６個 答え ３６個

【別解】

例えば，２番目の図形と同じものを逆さにして，合わせると長方形ができます。

長方形のたての長さは２＋１＝３となります。

同じように考えると，

○番目のたての長さは○＋１

したがって，長方形の四角形の個数は，

○×（○＋１） で求められます。

実際に求める○番目の図形の四角形の個数は，この半分なので

○×（○＋１）÷２

８番目の場合は ８×９÷２＝３６ 答え ３６個

【別解】

○番目と図形の周りのマッチ棒の数の関係を表にすると，

○番目 １ ２ ３ ４ ５

四角形の数 １ ３ ６ １０ １５

例えば，４番目の四角形の数は表の○で囲んだところをすべて足した数と同じになって

います。つまり，１＋２＋３＋４＝１０です。

他も同じ規則になっていることが分かります。

７



したがって，８番目の四角形の数は

１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＝３６ 答え ３６個

２ 答え ２７０本

１５番目の図形の周りのマッチ棒の数は，１の問題より

１５×４＝６０（本）・・・・①

また，○番目と周りのマッチ棒以外の数を表にすると

○番目 １ ２ ３ ４ ５

周りのマッチ以外の数 ０ ２ ６ １２ ２０

○番目のときの周りのマッチ以外の数を求めるには，○と○の一つ前の数をかけると求めら

れることが分かります。例えば，４番目の周りのマッチ棒以外の数は ３×４＝１２本。

式で表すと ○×（○－１） になります。

したがって，１５番目のときは，１５×１４＝２１０（本）・・・・②

①，②より

６０＋２１０＝２７０本 答え ２７０本

【別解】

１５番目の四角形の数は，２の問題から１２０個だと分かります。

・・・・・

１番目 ２番目 ３番目 ・・・・・

の の部分の数は，四角形の数と同じになります。

したがって，２×１２０＝２４０ が の部分の全てのマッチ棒の数になります。

その数に，一番下の部分と右側の縦の部分のマッチ棒の本数を加えれば求められます。

一番下の部分と右側の縦の部分のマッチ棒の数は，○番目の○と同じなので

１５番目の四角形の数は

２×１２０＋１５＋１５ ＝ ２７０ 答え ２７０本

【別解】

５番目までを数えて，下のような表をつくってみます。

○番目 １ ２ ３ ４ ５

四角形の数 １ ３ ６ １０ １５

マッチ棒の数 ４ １０ １８ ２８ ４０

表から，（○番目）×２＋（四角形の数）×２＝（マッチ棒の数）の関係があることが

分かります。１５番目の四角形の数は，２の問題より１２０個だと分かります。

したがって，１５番目の四角形の数は，１５×２＋１２０×２＝２７０

答え ２７０本
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